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令和７年度教育講演会
	地　区
	実 施 日 
	時間
	会場
	講師
	演題
	人数

	浜松
	5月14日（水）
	14:40~
	浜松市教育会館
	中山　譲（ミュージシャン）
	きみとぼくの間に
	203

	富士
	5月14日（水）
	14:00~
	富士市文化会館ロゼシアター
	久保　ひとみ（タレント）
	「学校を元気に！久保流コミュニケーション」
	1,495

	三島
	7月24日（木）
	14:30~
	三島市民文化会館
	木村　泰子（大阪市立大空小学校初代校長）
	みんながつくる みんなの学校～いつもいっしょがあたりまえ～
	400

	沼津
	7月28日（月）
	14:30~
	沼津教育会館 
（ハイブリッド）
	スマイリーキクチ（タレント芸人）
	言葉の責任 ネットの被害者・加害者にならないために
～命の大切さ 人生の大切さ あきらめない心～
	646

	磐周
	7月29日（火）
	14:00~
	アミューズ豊田ゆやホール
	スマイリーキクチ（タレント芸人）
	言葉の責任 ネットの被害者・加害者にならないために
～命の大切さ 人生の大切さ あきらめない心～
	342

	東豆
	7月30日（水）
	14:00~
	オンラインによるリモート開催
	工藤　勇一（横浜創英中・高等学校元校長）
	社会の変化とこれからの学校教育～主体性と当事者性～
	320

	駿東
	7月30日（水）
	13:50~
	小山町総合文化会館
	篠塚　洋一（南極越冬料理人）
	津波警報発令のため中止
	

	静岡
	7月30日（水）
	14:20~
	しずぎんユーフォニア
	桂　三四郎（落語家）
	津波警報発令のため中止
	

	志太
	7月30日（水）
	14:00~
	焼津文化会館
	小沼　みのり（アナウンサー）
	津波警報発令のため中止
	

	小笠
	7月31日（木）
	14:10~
	菊川市文化会館アエル
	スマイリーキクチ（タレント芸人）
	言葉の責任 ネットの被害者・加害者にならないために
～命の大切さ 人生の大切さ あきらめない心～
	950

	榛原
	8月 1日（金）
	9:00~
	オンラインによるリモート開催
	林家　染二（落語家）
	これだけは親として伝えたい！
	430

	湖西
	8月 1日（金）
	14:00~
	新居地域センター
	桂　三四郎（落語家）
	落語でわかるアンコンシャスバイアス
	234

	賀茂
	8月 5日（火）
	13:30~
	下田市民文化会館
	白輪　剛史（izoo館長）
	夢を実現するために大切なこと
	282

	田方
	8月 8日（金）
	14:00~
	長岡総合会館アクシスかつらぎ
	木村　泰子（大阪市立大空小学校初代校長）
	「みんなの学校」が教えてくれたこと
	450

	高校１
	5月15日（木）
	
	静岡県男女共同参画センター
	石川　結貴（作家/ジャーナリスト）
	高校生への実践的スマホ教育
～デジタル・AI社会を生きる生徒とどう向き合うか
	229

	高校２
	5月30日（金）
	
	静岡労政会館
	永谷　研一（（株）ネットマン代表取締役社長）
	自己肯定感で育もう！新たな事務室への挑戦
	148

	高校３
	5月23日（金）
	
	静岡高等学校同窓会館
	亀谷　みゆき
（朝日大学英語教育センター教授）
	技能統合的な言語活動を実現するための単元デザイン
	100

	高校４
	7月 3日（木）
	
	静岡県男女共同参画センター
	田中　章義
（歌人・作詞家・元国連WANIF親善大使）
	国語教育にたずさわる先生がたに
知ってほしい【静岡県の文学的豊かさ】
	57

	高校５
	7月 2日（水）
	
	清水テルサ
	志村　浩仁（児童発達支援センター
（「エンジョイウェルビレッジ」センター長）
	家族と子どもの支援を考えるポイント
～子どもの症状行動は、いかにして生成・強化・消退するのか？～
	200

	高校６
	8月 8日（金）
	
	静岡県男女共同参画センター
	鈴木　英司（浜松市秋野不矩美術館長）
	子供たちの発達と環境のかかわり 高校生にも必要なアタッチメント
	70

	高校７
	11月17日（月）
	
	静岡県私学会館
	堀切　忠和（九段富士見法律事務所 弁護士）
	トラブル・クレーム対処における危機管理
	39

	高校８
	11月21日（金）
	
	静岡県男女共同参画センター
	河村　茂雄
（早稲田大学教育学部・総合科学術院教授）
	学校管理職が進める教員組織づくり
～社会と学校教育の変化を踏まえて～
	130

	高校９
	11月24日（月）
	
	静岡県男女共同参画センター
	久保田　貢（愛知県立大学教授）
	戦後８０年　憲法７８年
戦争の記憶を紡ぎ平和のためにわたしたちは何ができるか
	100

	計6,825　
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